












1.研究目的

　小児の成長を観察するにあたって,身長,体重などの計測のほかに,生物学的

加齢度をみることも大切で,骨成熟状態はその代表的指標としてよく用いられ

る。そこで昨年度にひき続き,満 3 才時の手部骨および下肢骨のレ線像につい

て骨年齢,骨の長さ,骨の太さなどを標価,計測して五つ子の成長,成熟度を比較

検討した。


